













して天保十年に生まれた。縮緬の製造・販売で財をなした同じ長浜の浅見家 養子に入った。折から繊維産業 日本の近代化と共に大きく発展した。時運に乗じて又蔵は、縮緬の輸出にも乗り出し巨万の富を得 という。実業家としては、長浜の振興のために銀行設立を企て、第二十一国立銀行を長浜に設立することに成功し、後には頭取 なる さらに大津
69　古筆切拾塵抄・続（十）─入札目録の写真から─
第六十四国立銀行の経営立て直しに協力し、二十一銀行の頭取を辞した後、六十四銀行の頭取に就任した。また、琵琶湖の湖上輸送の推進にも力を入れ、太湖汽船の社長に就いたり、地元に小学校を設立したり、日本赤十字に熱心に取り組むなどして、県会議員や長浜町長を務めるなど、地元の発展のために多方面で貢献した。滋賀県の近代化を推進した人物だったと言ってよいだろう。明治三十三年に没した。跡を継いだその息子が二代目又蔵を襲名する。 がって、入札は二代目又蔵 時代にあたる。出品された古美術品の蒐集を ったのが、初代又蔵なのか、二代目又蔵なのかは確認できないが今回参照した『浅見又蔵伝』 （町原亮
著（注１）
）によれば、初代は、




筆手鑑が掲載されていることによる。掛け軸に仕立てられた一点ものの古筆切はただ一点、 「今城切」の写真があるだけで、その「今城切」も、現在は飯島春敬氏 所蔵品として各種展示図録などに写真が掲載されており 特に取り上げる必要もないのであるが、他方、三点の古筆 鑑は『古筆学大成』にもごく一部の写真 転載されているのみで、多くが取り残されている。また、 『古筆 資料集成』もごく一部を翻刻しているに過ぎない。取り残されたもの あまり主要な古筆切ではな というのが採用を割愛した理由に違いないが、それでもいくらかは記録を残すべき価値 あるように思う。
取りあえず、唯一の軸物である「今城切」について触れて
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蔵される『白氏詩巻』が真筆として国宝に指定されているほか、後嵯峨院本『白氏文集』 （巻子本が正木美術館に所蔵され、重文指定を受けている。他に数点の断簡がある。 ）と、「驪高宮」 （巻子本、陽明文庫所蔵） 、 「百錬鏡」 （ＭＯＡ美術館蔵「翰墨城」所載）の二点が残るものと、 「江州司馬庁記」 「草堂記」の断簡が残 ものの、三種 ある。それらのうち、 「百錬鏡」は菅原道真筆と伝え、 「驪高宮」も よりやや下る時代の写であるという説もあり真筆ではないとされている。「江州司馬庁記」の断簡は三点が、 「草堂記」の断簡は二点が知られ おり、こ らは行成の真筆 考えら ている。





































































































































































































































が小さくおぼつかないが、つれの切とみられる。 」と記 ている。ここで杉谷氏が言うつれ は、いわゆる「砂子切業平集」を指している。 「砂子切」の写真と比較すると確か 筆
跡はよく似ている。ただ、 「砂子切」は自由自在な散し書きなのに対して、 「花月」の本断簡は行頭も揃っていて、書きではない。その点に一抹の不安を感じるが、 『古筆学大成』所収の「砂子切業平集」断簡 うち、
22図・
23図に見え
る詞書の部分は散し書きになっていない。したがって、 「砂子切」 『業平集』 、歌の部分だけを散し書きにするという書き方をしているのだと考えることが出来る。また、 『古筆学大成』の「解説」において小松茂美氏は、 「料紙の一面に雲母砂子を撒いた典雅な美しさ 王朝貴族の美意識にかなうもの。太い線と細い線がからみ合って、言い難い しい情趣を醸し出して る。 」と述べている。これは、 「砂子切説明としてもぴったり符合す 。杉谷氏の意見を正しいと認めるべきであると思う。杉谷氏の
[ 追記
] に翻刻がなされてい



























































































































黒々としているが読みにくい。何かこの事件について具体的に書こう 思い直して「僻」と書いた であろうか。記述している時の定家の一瞬逡巡した心の内を垣間見るよ である。二九、 「解脱上人（琴山） 」
伝解脱上人貞慶筆の内容未詳 仏書切。貞慶筆という極め







































































































































  拙稿「仮名書き経典について―伝西行筆法華経化城喩品切をめぐって」 （浅田徹編『日本化する 』 （二〇一六年十月刊『アジア遊学』
202所収）の段階では四
種だった。
 
（こじま・たかゆき
　
成城大学名誉教授）
